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１．令和 5 年度長崎市一般会計補正予算（第 7 号）    

＜水産農林部＞ 

●養殖魚赤潮被害緊急対策事業費補助金・・・・・・5億 6，008万円 

「現状」 

長崎市たちばな漁業協同組合では、養殖業者 8 者が戸石地区のほか、

諫早市、雲仙市の漁場において、トラフグを主体にシマアジ、マダイ等

の魚種養殖を行っているが、令和 5 年 8 月に橘湾で発生した赤潮 

（カレニア・ミキモトイ）によって養殖魚の全数あるいは概ねがへい

死するなど、長崎市において過去に類を見ない規模の深刻な被害とな

っている。 

養殖業者においては、原油価格や漁業資材、配合飼料等の高騰による

厳しい状況が続いている中での赤潮被害であり、被害の対応として、

養殖共済により対応はなされるものの、損失の一部にとどまることか

ら、経営維持が極めて困難な状況であり、養殖産地の崩壊の危機にさ

らされている。 

「対応方針」 

多くの事業者が、ゼロもしくはマイナスからの再スタートとなる中、

県市協調し強力な支援を行う事で生産再開、産地の再生につなげる。 

「被害状況」 

・へい死尾数 約 73 万尾 

・被害金額 約 9 億円 

（１） 被害対策 

・総事業費 520 万 4 千円 

 へい死魚処理費（約 100 トン） 72 万 3 千円 

 へい死魚運搬費        76 万 5 千円 

 防除剤購入費（約 13 トン）  371 万 6 千円 

（２） 養殖経営対策 

 総事業費：8 億 2069 万円 

（３） 漁業制度資金の利子補給・・・・9,075 万 5 千円 

（４） 魚業制度資金の保証料補助・・・1,582 万 8 千円 

 



 

２.令和 5 年度長崎市一般会計補正予算（第 6 号） 

●長崎ペンギン水族館施設整備事業費長崎ペンギン水族館施設整備 

「概要」 

長崎ペンギン水族館駐車場において、利用者の快適性・利便性を向上

させるため、キャッシュレス対応の事前計算機を導入するもの。 

「事業内容」 

・現状と課題 

 長崎ペンギン水族館駐車場の駐車場代金の精算は、現在出口ゲート

の現金払いのみであり、ＧＷ等の特に利用者が多い日は、出口ゲート

における現金支払いや雨天時の機械トラブル等によって精算に時間が

かかり、駐車場内での渋滞が発生し、利用者にご不便をかけている。 

その対応に職員の負担増となっている。  

「予算額」 

キャッシュレス対応事前精算機 2 台購入・・・1，220 万円 

 

●農業振興施設整備事業費補助金長崎ビワ寒害対策施設 

「事業概要」 

令和 5 年 1 月の暴風雪被害により、多くの幼果の凍死が確認され、令

和 5 年産の生産量は半減が見込まれるなど大きな打撃を受け、農業経

営の継続に支障が生じ、今後においてびわ生産の継続、ひいては産地

の維持が危ぶまれる状況になっている。 

「事業内容」 

簡易ハウスの整備 

総事業費：2，150 万円 

 

●農業費負担費 自然災害防止事業費・・・・・450 万円 

「事業概要」 

県管理の潮見農地海岸においては、これまで台風の影響などにより、

海岸に流れ込む潮見川の出口が玉石により閉塞する被害が度々発生し、

平成 30 年度及び令和 2 年度に、玉石を横に移動して川の流れを確保し

てきたが、今回、より効果的な対策として、玉石を場外に搬出し、河川

に機能確保を行うための県施工事業費の一部を負担するもの。 

「事業費」 

掘削工、玉石運搬工  1，500ｍ3   

 



 

「所管事項調査」 

●環境部 

（１）脱炭素先行地域について 

（２）新東工場の建設工事について 

 

●商工部 

（１）田中町企業立地用地の状況について 

 

●文化観光部 

（１）長崎市ＤＭОの取り組みについて 

（２）Ｇ７長崎保健大臣会合開催に係る経済波及効果について 

 

●企画財政部 

（１）政策実現会議について 


